
 
月次売上高の開示による株価の影響　四半期決算を織り込む下落 

 
　MonotaRo(3064)は2019年11月度売上高を開示後、3日続落する場面があった。四半期決
算での会社予想を大きく下回るペースで売上高の推移が続いたことから、投資家が売りに出

たと見られる。通例、四半期ごとの業績開示によって通期の会社予想を織り込むが、月次売

上高の結果が株価の織り込みを早めた例となる。 

 

　 
(引用 : QUICK Knowledge特設サイト) 



　一見、発表された月次売上高のデータを見ると、2019年１１月の売上高は前年同月比は
114%を超え、単月だけで見ると順調に推移しているように見てとれる。しかし、売上高の
会社予想を下回った売上高の推移ということで、市場は売りに出たと思われる。小売業等の

業界は季節やパンデミックなどにより売上高の推移に影響が出やすい傾向があり、四半期決

算を待たずして月次開示の結果で株価が大きく変動することに繋がった。 
 
　一方で、新型コロナウィルス感染拡大に伴い、ドラッグストアの月次売上高に注目が集

まった。スギHD(7649)の2月度既存店売上高は、前年同月比20%と市場の予想を大幅に上回
る数字となり、買いが入った。 

 

 
(引用 : QUICK Knowledge特設サイト) 



　表中の2020年２月の全店売上高の128%は市場に大きなインパクトを与えた一例となっ
た。全店客数が前年同月比135%と客足も増え、一時的な売上高増加を期待した市場の買い
が入ったと見られる。 
 
　QUICKでは、月次売上APIだけでなく業績データ、市場のコンセンサスを集計した独自の
コンセンサスも保有するため、関係するデータと合わせて分析することで、株価への織り込

みをいち早く察することが出来る。 


